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柿の葉のラジカル消去成分
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添加の時の測定値に対し半量に減じさせる濃度 (IC60)

をそれぞれ,スーパオキサイ ドジスムターゼ (sOD)相 当

量,没食子酸相当量で表した。

(3)総ポリフェノール量

総ポリフェノール量は先のラジカル消去能の測定に用

いたDMSOm出液を,Foli‐ Ciocalteu法 により定量した。

ポリフェノール量は没食子酸量として表した。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)精製および同定

柿葉をメタノールで抽出し,濃縮後,フ ラッシュクロ

マ トグラフィーにてオクタデシルシリル (ODS)グルに

吸着し,1/9,5/5,10/0の メタノール/水 (v/v)で 段階溶

出した。その後,活性画分をClllS分 取液体クロマ トグラ

フィーに供した。精製においては電気化学検出器で還元

性を指標に単離・精製を進め,最終的に3種の活性物質

の単離・精製に成功した。これらの構造解析を検討した

結果,それぞれ没食子酸,(+)カテキン,ルチンと同定

された (図 1)。

動脈硬化,脳卒中,ガンなどの生活習慣病には生体内

で生成する活性酸素が大きく関わつている事が明らかに

なり,これらを消去する食品成分が注目されている。

柿は果実として,実がそのまま,も しくは加工され食

される他,葉 も茶として飲用されてきた。実や種におい

て,タ ンニン,フラボノイ ド等について活性酸素消去能

(ラ ジカル消去能)が検討されたことがあるが,葉につ

いてはこれまで報告がなかつた。筆者らはこれまでに柿

の葉が非常に強いラジカル消去能を有することを報告し

てきた。今回,柿の葉のラジカル消去成分を単離 。同定

した他,茶等の加工品についても検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試料および精製

福島県立農業短期大学校 (福島県矢吹町)で栽培され

た柿 (平核無)よ り9月 に収穫した葉を分取用に供試し

た。精製は,柿葉をメタノールで抽出し,それをフラッ

シュクロマ トグラフィーにてオクタデシルシリル (ODS)

グルに吸着させ,メ タノールで段階溶出した。その後OD

S分取液体クロマ トグラフィーにて再分画した。ラジカ

ル消去能を有する成分は電気化学検出器により還元性を

指標に単離した。単離した成分は化学発光法および搬PH

ラジカル消去法によリラジカル消去能の評価を行つた。

(2)ラ ジカル消去能

ラジカル消去能の測定は既報°に従い,96穴プレー ト

を用いた化学発光法,およびIIIIPHラ ジカル消去法の2つ

の原理の異なる方法で評価した。測定はともに試料が無

図1柿葉および柿葉茶抽出液の溶出パターン

分析条件 :カ ラム :Ⅷc pack O嶼 A(46回 I肛 ホ10c口 ),

移動相 :ん

“

illiQ水 (100赳 リン酸,0 1mM EllTA)B Methan01(llXuリ ン

酸)40分 リニアグラジエン ト ト 10～ 7G,流速 :07m1/口 in
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(2)総ポリフェノール量とラジカル消去能との関係

単離された活性成分はポリフェノール類であったこと

から,柿葉のラジカル消去性と総ポリフェノール量との

相関を求めた。その結果,ラ ジカル消去能とポリフェノ

ール量の間に相関を認め,ポリフェノールが柿葉のラジ

カル消去能に大きく寄与していることが示唆された (図

2)。

及び (+)カテキンの3種のラジカル消去成分の合量を見

ると,3つの成分は品種によらず観察され,ま た茶等で

の加工品においても生葉と同程度の濃度に存在してい

た。これらのことから,柿の葉のラジカル活性は品種に

よらず期待でき,代表的な消費形態である茶についても

高いラジカル消去能が期待できることが明らかとなつた

(図 4)。

:::

図4成分の品種な どによる差

各試料の成分含量は液体クロマトグラフィーにおける標準物質とのピー

ク面積比較により求めた。

4ま と め

柿葉はポ リフェノール を主体 とした強いラジカル

消去活性 を有す る。その主たる活性成分 として没食

子酸 ,(+)カ テキン,ルチ ンの 3種を見出 した。 こ

れ らは品種間,産地間の差が無 く,ま た,加 工品で

ある柿葉 茶 にお い て も見 られた。 これ らの物質 は

安 定性 に富み ,熱水 に よ り容易 に抽 出 され る こと

か ら柿葉 の代表的 な消費形態であ る茶等 に よ り成

分を摂取す ることが可能である。

柿葉 は この他 の健 康機 能が知 られ てお り高い健

康機能性を持つ新たな食素材 として需要が期待される。

引 用 文 献

1)木村俊之,山岸賢治,鈴木雅博,新本洋± 2002

農産物のラジカル消去能の検索 日食工誌 49:

257- 266

一

一

一

●

“^
嘔
●
゛
囀
■
■
５
一
３

●
●
ミ
ー
ヽ
“
卜
さ
〓

“
一　
　
　
０
　
　
　
”

〓
■
“
コ
畢
６

“^
ミ
尽
盆
讐
■
■
ｅ

燿
“
贅
ミ
代
ヽ
い

ヽ

‘

“

，

あ

２

い

‘

“

ｏ

国2ポ リフェノール含量とラジカル消去能の相関

(3)柿葉のラジカル消去成分と他のラジカル消去物質と

の比較

今回得られたルチン,没食子酸及び (+)カ テキンは

クロログン酸やカフェ酸などの一般に広く植物体に存在

し,強いラジカル消去能を持つポリフェノールに比べて

同等ないしはそれ以上のラジカル消去能を有しているこ

とが明らかとなつた (図 3)。
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日3柿葉の成分と他のスタンダー ドとの活性比較

測定法は既報に準した'。 すなわち96穴プレー トを用いた化学発光法,

とllPPllラ ンカル消去法によリラジカル消去能を測定し,試料無添加のラ

ジカル量を試料添加により半量に減じさせる濃度 (IGo)を 求め,それ

ぞれ,ス ーパーオキサイ ドジスムターゼ (sall相 当量 (化学発光法),没

食子酸相当量 (DPPHラ ジカル消去法)で表した。値が大きいほど,ラ ジ

カル消去能は強い。

“

)品種等による成分の比較

各品種の柿薬および加工品におけるルチン,没食子酸
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